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rゐβ♪γβg〟de講読（Ⅰ）
耶町卸殖ゆ　講　読（Ⅱ）
－Wordswort‡1の二重性と想像力－
鈴　木　昭　一
Ⅰ☆OrdswortIlの基本姿勢
1）
WordswortIlは回想の詩人である。詩作の原動力を回
想に求めたWordsWOrtllは，かっての自然，かつての自
分を心の鏡匿映し出した。その鏡は，眼前のものを反射
する普通の鏡ではなくて，湖水や静流にできる水面の鏡
である。内なる眼に映った水鏡の映像を集大成した作
品，それがrゐβ丹βぬかである。Wordsworthは，自
分の基本的態度を次のように述べている。
As one who hangs down－bending from the side
Of aslow－mOVing Boat，uPOn thebreast
Of a still water，SOlacing himself
With such discoveries as his eye can make，
Beneatlhim，in the bottom of the deeps，
SeesmanybeauteoussightS，Weeds，fishes，flowers，
Grots，pebbles，rOOtS Of trees，and fancies more；
Yet Oftenis perplex’d，and cannot part
Theshadow fromthesubstance，rOCks andsky．
Mountains and clouds，fromthatWhichisindeed．
The region，and the things which there abide
In their true dwelling；nOWis cross’d by gleam
Of his ownimage，by a sunbeam now，
Andmotionsthat aresentheknowsnotWhence，
ImpedimentS that make his task more sweet；
－Such pleasant Office have welong pursued
Incumbent o’er the surface of past time
Withlikesuccess．（Ⅳ．247－64）
静かな水面に身を乗り出して水車をのぞくと，海草，
魚，花，小穴，小石，木の根等々がまず眼に入ってく
る。そういう水中の美しい風物にみとれ，さまざまな空
想にふけるうちに，岩，空，山，雲などの映像がそこに
重なり，水中の実像と水上の影との区別がつかなくなっ
てくる。そういう虚実合体した水鏡の上に，更に自分の
姿も重なり合う。こういう重層的な映像をうつす「過去
2）
の水面」（“thesurfaueofpasttime”）にかがみこん
できた結果がr彪e Pγβg〟deであった。私はこの部分に
Wordswor比の基本姿勢を見る。水中の実像と水上の虚
像という二重性，それに吸収されている過去の自分と，
それを思い出し，記述している現在の自分という二重
性，こうした二重性こそTゐβクγeg鎚dgに一貫して流れ
ているWordswor也の基本姿勢だといえるのではない
だろうか。
Ⅰ　最初の回帰
回想の詩人WordsW0r地が文字通り回帰した最初の
時は，Cambridgeへ入学して初めて迎えた夏休みであ
った。帰るべき肉親をすでに失っていた彼が，休みにな
って飛んで帰ったところはHawk血eadであり，育ての
親ともいうべきAnneTysonの家であった。10ケ月ぶり
に再会した家，部最，庭，見るものすべてが　Words－
WOrthには懐しかった。AnneTysonの面倒見の良さ，
信心深も　あるいは，彼女が聖書を枕にして寝込んでし
まう微笑ましさなど，BookIVのどの記述を取り上げ
てみても，そこにはほのぼのとした温かさが感じられ
る。村人たちに出合えば，わずか10ケ月間の変化に目を
見張り，旧友と顔を合わせば，大学生としての誇りと気
取かしさを意識せずにはおれない。こういう人々との再
会の記述には単純明快さがあるし，久々に帰省した大学
生の心境もよく表わされている。しかし，BookIVで
WordsW0r他が力点を置いているのほこういう出合いで
はない。彼の求めているのは自分との出合いであり，懐
しい自然との再会である。
When firstI made
Once more the circuitof ourlittle Lake
If ever happinesS hathlodg，d withman，
That day constlmmatehappiness wasmine，
Wide－Spreading，Steady・，Calm，COntemplative．
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（Ⅳ．127－31）
今Wordswor也は湖水を巡って至上の幸福感に浸ってい
る。それは太陽が沈むか，沈まないかの頃であった。彼
の魂はそのヴェールを脱いで「自然」の前にさらけ出さ
れ，歩くにつれて励ましやカや瀞刺さが心の中にあふれ
てくる。こうして内省が始まると，日没と共に外界はだん
だん見えなくなってくるが，それがかえって快くさえあ
る。そして，いかにして生命が破滅することのない精神
全体にみなぎるか，いかにして不滅の魂が世俗的因習を
打破できるか，あるいは，いかにして人は自らの存在を
拡大してゆけるのか，そういったことがぼんやりと理解
できるようになる頃，WordsⅥ℃r他の心は期待と平和に
満ちあふれるのであった。こうして一人冥想にふけって
いると，遠くの山々はぼつぼつ暗くなり，湖水はそよ風に
波立って，白く長い線を引くのであった。（肌121－80）
この潮水巡りを措写した部分には一　次の三つの言葉が
挿入されている。
The sun was set，Or Setting，WhenIleft
Our cottage door，and eveningsoon brought on
A sober hour，nOt winning or serene．
（Ⅳ．132－4）
Isaw but1ittle，and thereat WaS Pleas’d．
（Ⅳ．150）
The mountain heights Were Slowly overspread，
With darkness，and before a rippling breeze
Thelong Lakelengthenld outits hoaryline．
（Ⅳ．169－71）
夕日が沈み，外界が見えなくなるにつれて，Words－
WOrtllの心は次第に充満してきた。その心の充実度を示
す言葉として，これら三つは実に効果的に配置されてい
る。特にきざ波の作り出す白い，長い線は，先に引用し
た「至上の幸福感」（“consummatehappiness”）のひろ
がり（E’wide－Spreading，Steady，Calm，COntemplative”）
を語ってみごとである。黄昏時の散策の中で「自然」が
彼に与えてくれた，この幸福感はふるさとに回帰した
Wordswor地がBookIVで是非とも語っておきたかっ
た事柄の一つであった。
もう一つ，彼の心が満たされたときがある。それは日
の出のときである。村祭りかなにかで，老若男女が一夜
を陽気に踊り明かすうちに，早くも鶏が鳴き出した。2
マイルの道を歩いて家路につくWordswor地は，このと
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き日の出の荘厳さに驚く。遠くの海，雲間に輝く山々，
あけゆく平地，小鳥のさえずり，そして早くも朝もやを
ついて野良仕事にでかける百姓の姿。それらがだんだん
と眼に入ってくる。そして，夜明けの荘厳な輝きに打た
れたWords170rmは，このとき心密かにある誓いをする
のであった。日の出と共に自覚したこの使命感は実にさ
まっやかである。
－Ah！needIsay，dear Friend，thatto thebrim
Myも．eart was full；Imade no vows，but vows
Were then made for me；bond unknown to me
Wasgiven，that，Ishouldbe，elsesinning greatly，
A dedicated Spirit．．OnI walk’d
In blessedness，Which even yet remains．
（Ⅳ．340－5）
日の出の使命感は，先に見た目の人の幸福感とみごと
な対麿をなしている。朝日と夕日とを対比しているのも
Wordswortbの二重性のあらわれといえよう。
Ⅱ　Wor由wortIlの二重性
この時期のVordswor地は相反する二つの気分の間で
揺れ動いていた。一方で白魚への思いを深めながら，他
方ではスポーツやゲームを楽しみ，ダソスやお祭り騒ぎ
に興じて，一時の快楽に浸っていた。彼の心は，荘重と
快活，重厚と軽妙，近視と深遠，軽薄と沈着という，お
よそ互に矛盾する二つの要素が，奇妙に寄り集まってい
る所であった。
Strange rendezvous my mind was at that time，
A party－COlour’dshow of grave and gay，
Solid and，light：，ShorもーSighted and profound，
Ofinconsiderate habitS and sedate，
Consortingin one mansion unreprovld．
（Ⅳ．346－50）
一方で孤独を好みながら，他方では社交好きでもあっ
た。（Ⅱ．229－36）寂しい場所では一人静かに冥想にふ
けりながらも，仲間がそばにいれば深夜まで遊びに興
じ，語り明かすこともしばしばであった。それは孤独の
洞穴と友情のあずまやとが共存した時期であった。
Caverns there werewithinmy mind，Whichsun
Could．never penetrate，yet did there not
Want store ofleafy arbours wbere　也eligbt
T九βアrgJ〟dβ輩読（Ⅰ）
Might enterinatwi11．（Ⅱ．246－9）
こうした二重性はなにもCambridge時代に限ったこ
とではない。孤独と社交，過去と現在，あるいは自銀と
人間というふうに，二つの概念を対比しつつ筆を進める
ことがWordswortbには実に多い。10才の頃，やましぎ
を盗んだり，鳥の卵をぬきとったり，他人のボートを無
断で漕ぎ出したときのエピソードを語るにあたって，
Fair seed一time had mysoul，and．I grew up
Foster’d alike byJ⊃eauty andbyfear．（Ⅰ．305－6）
という言葉で書き始めている。一方では自然の美しきを
楽しみながら，他方では自然の恐ろしさにおののくこと
もあったのである。あるいはこうも語っている。
To fear andlove，
ToIove as first and chief，for there fear ends，
Be this ascribed；to earlyintercourse，
In presence of Sublime andlovely Forms，
With the adverse principles of pain and joy．
（ⅩⅡ．143－7）
Wor由wort11は“beauty”と“fear”，“fear”と
“love”，“pain”と“ioy’’などの互に矛盾する要素によ
って青くまれ，成長してきたのである。
Wordswor也が想像力を回復するに至ったのは，自
然が感動や激しさを与えてくれると同時に，静けさや優
しさをも与えてくれることに気づいたためである。こう
いう自然の二重性は太陽と雨（“sbowerつ　にたとえら
れている。
Fromnature doth emotion come，and moods
Of calmness equally are nature’s gift，
Thisis her glory；these two attributes
Aresisterhornsthat constitute her strength；
This twofold，influenceis the sun and shower
Of all her botlnties，bothin0rigin
And end alikebenignant．（罰．1－7）
あるいは，激しく　WordsW0r址の血をわかせるのは
太陽であり，憐しく，穏やかな愛へと彼を誘ってくれる
のは月であった。（Ⅰ．183－202）こうなると，太陽は感
動と激情の象散のようにも思われるが，W■Ordsworth
が考えているのは昼間の太陽のことではない。日の出か
日の人の太陽を念頭においていることを忘れないでおき
たい。
以上，孤独と社交，冥想と快楽，苦痛と歓喜，美と恐
れ，太陽と月・雨など，Wordswormにおける二重性
を眺めてきたが，最後に‘‘beart”と“mind”の両方を
同時に発揮して，みごとな詩句にまとめあげた例を引用
しておこう。
And．whenit chanced
Thatpauses of deeLPSilencemock’dhis skill，
Thensometimes，inthatSilence，While hehung
Listening，a gentleshock ofmildsurprlSe
Has carried farinto his heart the voice
Of mountain torrentS；Or the visible scene
Would enter unawaresin七0も．is mind
WithallitS801emnimagery，its rocks，
Its woods，and that uncertain Heaven，reCeiv’d
IntO thebosomofthesteady Lake．（V．404－13）
少年が泉のまねをし 農がそれに答え，木霊がこだまを
呼んで，谷間に愉快な交響曲がひびきわたっていた。そ
のうちに，鼻の返事が途絶え，少年はじっと聞き耳をた
てる。泉の鳴き声を待つしばしの緊張があり，その緊張
がゆるみ始めた瞬間，Wordswor比は自分の心の中に
渓流の音が深くしみこんでいることに気づく。と同時
に，彼の精神の中にも気づかぬうちにまわりの荘重な風
景が沈みこんでいた。眼や耳を通さずして，音は胸
（“heart’つにしみ，映像は脳裏（“mind）に焼きつけ
られていたのである。
この詩を読んだColeridgeは手紙の中に，“Well，
nowI have read them again，they are very
beautiful，andleave an affectingimpression．
That
Uncertain heaven received
Into the bosom of the steadylake，
I should have recogni2；ed anywhere；and，had
I met theselines runnlng Wildin the desertS Of
Arabia，I should have　instantly SCreamed out
3）‘WordsWOrtIll‥’と書いたという。「過去の水面」
（“the surface of pasttime”）をのぞきこんでいる
Wordswort血　の基本姿勢に照してみると，この詩句は
確かに∴W‘ordswort血的特徴がいかんなく発揮されたも
の，と見ることができよう。その意味で，“unCertain
Heaven”と“steady Lake”との対照はみごとであ
る。しかし，それ以上に注目しておきたいのは，音楽と
風景，“heart”と“mind”の対照とそれらの同時的存在で
ある。対立というよりは並列といった方がいい，これら
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二つを同時に働かせることによって∴Wordswor比は
自然を一つの統合された姿として受けとめている。しか
もこのとき，自然は無意識のうちに（“unawares’’），深
く（“farつ，Wordsw。rt血の中へ入り込んでいたのであ
る。この部分を含めて1800年に出版された‘Tbere was
a Boy’（Tゐg prgJぴde，†．389－422に相当する）と
いう詩には，Wordswor也．の統合への意志が暗示され
ている，といえよう。
Br「一つのもの」に向かって
孤独を愛したのもWordswor也であり，友人との交
わりを愛したのもWordswortbである。自然の美に感
動したのも，自然に対する畏怖の念に打たれたのも，と
もにWordswor址である。対立し矛盾する二つの要素
は，どちらもWordsWOr比という一人の人間の中に共
存していた。しかし，矛盾する両要素を内包していたの
はWordswortbだけではない。血をわかせてくれる太
陽も，心を静めてくれる月も，ともに「自然」が我々に
提示する様々な現象の一つ一つにすぎない。矛盾と対立
の自覚から更に一歩進めて，Wordswor也における統
合への意志を考えるとき，Tbe Simplon Passの描写
を忘れるわけにはいかない。
気づかずしてAlps　を越えてしまった　WordslVOr也
は，天にそびえ立つ木立を仰ぎ，播きわたる不動の滝を
耳にしながら，峠を下って行く。そこでは風が行き場を
失ってぶつかりあい，急流は青空から落下して岩と砕
け，荒れ狂う激流はめまいを起こさせる程の光景であっ
た。こういう喧嘆の中にあって，森の木立は高く静かに
立ち一　その向こうには青々とした空と流れる雲があっ
た。それは動と静，明と晴がみごとに合体した光景であ
った。この光景の中にWordsWOr址は「一つの精神」
の様々な作用，「一つの顔」の様々な表情を見，「永遠な
るもの」の典型と象徴を見た。
〔Tbey〕
Were alllikeworkingsofonemind，thefeatures
Of thesame face，blossoms upon one tree，
Characters of the great Apocalypse，
The types andSymboIs of Eternity，
Of first andlast；，and midst，andwit，hout end．
（Ⅶ．568－72）
WordsworthがAlpsを越え，Simplonを通過した
のはCambridgeの最終学年20才のときのことである。
これより3年前，17才のとき，W■ordswormはすでに
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「一つのもの」を見ている。当時，無機物に自分の喜び
を託したり，外界の事物と語り合うことができて，その
結果自分のまわりに祝福がひろがっているのを見た，と
次のように語っている。
Thus did my days pass on，and now atlength
From Nature and her overflowing soul
I had receiv’d so much that a11my t．houghts
Were steep’din feeling；I was only then
Contented when with blissineffable
I felt the sentiment of Being spread
O’er allthat moves，and allthatseemeth Sti11，
0’er all，that，lost beyond the reach of t，hought
And human knowledge，tO t．he human eye
Invisible，yetliveth to the heart，
0’er allthat1eaps，and runs，and shouts，Sings，
Or beatS the gladsomeair，0’er all that glides
Beneath the wave，yea，in the waveitself
And mighty depth of waters．Wonder not
If such my tranSpOrtS Were；forin all t．hings
I saw onelife，and felt thatit WaS joy．
One song they sang，andit was audible，
Most audible then whenthe fleshly ear，
0’ercome bygrosserprelude of that Strain，
Forgotits functions，andslept undisturb’d．
（Ⅰ．415－34）
「白魚」から多くのものを受け取ってきたWordsⅥⅦrl血
4）
は，一切の思考が情感の中にしみこみ，吸収されている
ことに気づく。そしてこの時，WordsW0rt血は「実在」
（“Being”）に関する思いに打たれる。その「実在」とは，
動くもの，動かぬもの，空中のもの，水中のもの，ある
いは水そのものにさえゆきわたっている。人間に関して
いえば，思考と人知を超えていて限には見えず，ただ心
だけがその存在を確かめうるものである。そして，すべ
て甲事物が「一つの歌」（“one song’つを奏でる。その
歌は，肉体の耳がその機能を停止して眠りの状態にある
とき，もっともよく聞こえてくるのである。肉体的な眼
や耳にとらまっれている限り，「一つのもの」を感じるこ
とは不可能である。心の眼で見，心の耳で聞いてこそ，
万物にゆきわたっている一つの存在がわかってくるので
ある。
この詩句が‘TinternAbbey’の描写とよく似ている
ことは明らかである。不恩義なことに，Havens　も前川
氏も最後の4行についてだけ，‘Tintern Abbey’（43－
5）
6）との叛似性を指摘している。しかし，私としては，
7カβアγeJαde講読（Ⅰ）
‘TinternAbbeylとのもっと大切な摂似性は，「実在」
への思いや「一つの生命」を見て，そこに歓喜を感じと
っている部分（Ⅰ．420－30）にあると患う。この部分を
‘TinternAbbeylからの詩句と比べてみれば，類似性
は明らかである。
AndI have felt
Apresence that disturbs mewiththe joy
Ofelevated thoughtS；a SenSe Sublime
Of something far more deeplyinterfused，
Whose dwellingis thelight of setting suns，
And the round ocean and theliving alr，
And the blue sky，andin the mind of man：
A motion and a spirit，thatimpels
Allthinking thing8，all objectS Of all thought，
And rolls through all things．
（LTintern Abbey’93－102）
主体と客体との区別もなく，万物を貫いて動きまわる
「精神的運動体」（“amotionandaspirit’つを発見し
たことは，取りも直さず，Wordswor也における想像
6）
カの発見であった。この点については，すでに考察を加
7）
てたことがあるので，ここでは省略するが，二つの詩句
は内容といい表現方法といい，何とよく似ていることだ
ろうか。丁場e Preludeにおける“Being’’，“Onelife”，
（更訂こ“oneSOng”）は‘TinternAbbdy’の“apreSenCe”，
“something”，“amOtion and aspirit’’と全く同類の
ものといっていいであろう。これらはWordSWOrtbが
想像力の何たるかを語るために使われた言葉であり，想
像力の別名に他ならないといえる。
このことは，先の引用（Ⅰ．415－34）を次の詩句と並
べて考えてみると，一層はっきりしてくる。
Imagination！1ifting upit8elf
Before地e eye and progress of my Song
Like an unfather’dvapour；here that Power，
In all the might Ofits endowmentS，Came
Athwart me；I waslost asin a cloud，
Halted，Without a struggle to break through．
And now recovering，to my So111I say
I recognise thy glory；in such strength
Of usurpation，in such visitings
Of awful promise，When thelight of SenSe
Goes outin flashes that have Shewn tO uS
Theinvisibleworld，dothGreatness make abode，
There harbours whether we be yotlng Or Old．
（Ⅶ．525－37）
まず後半の6行（532－7）についてみよう。感覚の光
は，眼に見えない世界を提示してくれる閃光の中に，消
え去る。感覚の光は消失するが，それはより強烈な光に
吸収されるためである。するとそこに，今まで見えなか
った世界が見えてくる。この閃光とは，一瞬のうちにす
べてを明らかにしてくれる瞬間の啓示に他ならない。
この6行と「一つの歌」について語った先の4行（Ⅰ．
8）
43ト4）との叛似瞳を Havensも前川氏も指摘する。
一方は視覚，他方は聴覚を取り上げて，それらを超てた
世界に言及していることは確かである。しかし，もっと
大事なことは，Wordswor比が閃光をもち出したのは
想像力のことを語るためであった，という点である。想
像力は霧（“vapour’つの如く突然わき起ってくる。そし
て，想像力の雲にとらえられると，感覚の光は閃光に吸
収され，そこに新しい別世界が見えてくる。このとき，
WordSWOrt11は偉大さ，無限，希望に包まれ，精神は
内からあふれ出る充実感でいっぱいになる。（Ⅵ．525－
48）
Wordswor他が17才にして感じた「実在」，「一つの
生命」，「一つの歌」とはまさに想像力そのものだったの
である。
Ⅴ「一つのもの」にたどりつくまで
このようにしてWordsvormが獲得した「一つのも
の」は一体いつ生まれ，どういう経過をたどって完成
されたのだろうか。Wordswort血はその根源を幼児期
に求める。母の胸に抱かれた幼児は，母の限指から熱烈
な愛（“passion”）を飲みはしている。と同時に，母の
一つ一つの動きの中に，すでに一つの統一体（“one
appearance’’）を見抜いている。こうして日々を過すう
ちに感覚はとぎすまされ，あらゆる感覚的な交わりを通
して，すべてのものを輝かせ，高める能力を身につけて
ゆく。あらゆる感覚を駆使しながら，しかもその感覚を
つき抜けうる力を幼児は母から受け取っているのであ
る。Wordswor也．は17才のとき，夕日にそれ以上の
輝きをそえたり，深夜の嵐に一段と暗さを加えたりする
働き，即ち「補助的な光」（“an auxiliarligb．七つの作用
を自覚しているが，そういう光はすでに幼児のうちから
存在していた。また，「一つの生命」を感じ，「一つの
歌」を聞く力は，母を一つの統一体ととらえたときから
そなわっていたのである。
熱烈な母の愛に育てられ，感覚を磨き，一軒の事物を
輝かせ，高める能力を身につけたWordswor也は，そ
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ういう母を通して大自然との絆を悟るようになる。
Along hisinfant Veins areinterftlS，d
Thegravitation and the filial bond．
0f nature，that COnneCt himwith the world．
（Ⅰ．262－4）
そして，自然から何もかも思う存分に受けとめ，思う存
分に与え返すことを知った。外界の動きを十全に受けと
めながら，自分も横極的に働きかけることによって，受
容者にして同時に創造者にもなっていた。これこそまさ
に「最初の詩魂」そのものであった。
From nattlrelargely he receives；nOr SO
Issatisfied，butlargely givesagain，
For feeling has to himimpart．edstrength，
Andpowerfulin allsentimentS Of grief，
Of exultation，fear，and joy，hismind，
Even as an agent ofthe one greatmind，
Crea七es，Creator and receiverboth，
Working butin alliance wit，h the works
Whichitbehold8．－Such，Veri1y，isthe firSt
Poeticspirit of ourhumanlife．（Ⅰ．267－76）
だが，Wor由wor比はこの詩魂を率直に成長させる
ことはできなかった。母との肌の触れ合いの中で無言の
会話をし，感受性を育ててきたことは確かだが，その後
の成長過程を順調にたどれぬWordswor也は，かもし
かや鷲のカを借りて，その断崖を跳び越える以外に方法
はない，という。そして次のように述べている。
Yetis a pal血
More difficult before me，andI fear
血atinitsbrokenwindingswe shallneed
The chamois’sinews，andt血e eagle，Swing：
For now airouble cameinto my mind
Fromunknown causes．Zwasleft alone，
Seekingthe visible world，nOr knowing why．
Thel，rOPs of my qffections were remov，d，
And，yetihe building stood，aSif8uStain，d
Byits ownspirit！（Ⅰ．287－96）（italicsmine）
この詩句はいくつかの問題を含んでいる。“Atrouble”
とは何だったのか。また，“址e props of my affec一
七ions”あるいは什払eJ⊃uilding’タとは何だったのだろ
うか。Havensは，“atrotlble”とは思春期の悩み，少
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年WordsWOr比が大人に変身するときの肉体的な悩み
を指す，と考え，その悩みが始まったのは15才からであ
ると解釈している。また，‘‘tbe props of my affec－
tions’’とは少年時代の‘sports’のことであり，その
‘sportS’の時期が過ぎ去っても残った“building’’とは
9）Elove for nature’だと解釈している。
この解釈には確かに我々をうなずかせるものがある。
しかし，二つの点で私には疑問が残る。一つは“atrou－
ble’’の時期を15才と考えている点である。Wordswortll
はBookI．203－434で「自然を自然のために愛する」
ようになった過程をたどっている。それは同時に「創造
的感受性」（L‘creative sensibility’’－Ⅰ．379）がいか
にして生れ，育っていったかをたどることでもあった。
その過程を，母の胸の内で目覚めた「幼児の感受性」
（“infant sensibility”－Ⅰ．285）の時期から語り始め
ているのだから，15才以前の記述がここに入り込んでき
ても少しも不思議ではあるまい。
もう一つは，‘‘払epropsofmyaffecもions”を‘sports’
と解釈するのには，文脈の上で無理があるのではない
か，という点である。私としては，“I wasleft alone．”
という表現に着日したい。原田の何たるかはわからない
が，母は死んでしまった。そして，私は一人にさせられ
た，と言いたいのだと患う。WordsW0rtbは確かに孤
独を愛した人である。BookIIの中にも“I would
Walk alone．’’（321）とか“Amongthe hillsI sate／
Alone．”（361－2）という表現は見られる。しかし，こ
れらは「私は一人取り残された」という気拝をこめた表
現とは質的に違う。“Iwasleftalone．”と“Theprops
Of my affections were remov’d．’’とを重ねて考てる
10）
とき，‘‘props”とは，岡三郎氏も言う通り，「母の愛の
支柱」と考てるのがもっとも率直な解釈だと患う。母は
死んだ。しかし，母の愛によって育てられたWord8－
WOrmの自然への愛は消えることがなかった。いやむ
しろ，自然への愛は母の死によってかえって深められて
11）
いった，と考えていいのではないだろうか。
こう解釈するとき気になるのは了‘Iwasleft alone．’’
に続いて“Seekingthe visible world，nOr knowing
Why’’とか“Allt atI beheld／Was dear to me．”
（Ⅰ．296－7）という表現が見られることである。この点
12）
については，Beattyが指摘する次の詩句が参考になる。
Evenlike this Maid before I was cal1，d forth
From the retirement of my native hills
Ilov’d whate’erI saw；‥．
I had not at tbat time
liv’dlong enough，‥．
rゐe pγeJ〟♂β講読（Ⅰ）
Ifelt，and nothing else；工did notjudge，
I never thought of judging，withthegift
Of allthisgloryfill，d andsatisfi’d．（Xl．224－40）
ユ3）
幼なじみMaryのように，Wordswor他が見るものす
べてを愛したのは，生れ故郷を出る前の子供時代（“in
Simplecbildbood”－‡L331）だったのである。Words－
wor仇が母と死別したのほ1778年，間もなく8才の誕生
日を迎えようとする頃であった。父は生きていたが，一
家は離散し，翌1779年WordsWOr他は兄と共にHawks－
headのgramTnar S血，001へ送られる。
こうしてHawk血eadでの学校生活が始まり，才月
がたつにつれて，Wordswor他は自然の微妙な変化に
限をと軌　自然の生命，美，そして孤独の意味を体得す
14）
るよう争こなる。
Hencelife，and change，and beauty，SOlitude
More active，eVen，than‘best SOCiety’，
Society made sweet as solitude
By silentinobtrusive sympat．hies，
And gent．1e agitations of the mind
From manifold distinctions，difference
Perceived．in things，Where to the commoneye，
Nodifferenceis；andhence，fromthesamesource
Sublimerjoy．（Ⅰ．313－21）
Wordswor地．のいう孤独とは，Miltonが「最良の交わ
り」ととらえたものより，もっと活動的，積極的なもの
であった。それは，人と自然との「静かで控え目な共
感」から生まれる交わりであり，普通の人には同じよう
に見える事物の中に差異を見つけるときの「心のときめ
き」がもたらす，甘美な交わりでもあった。孤独なるが
故に，自然との共感が可能であり，自然の微妙な差異を
見抜くことができたのである。
Wordswor比は，風の吹くところ，星の降る夜にた
った一人で飛び出して行くことがよくあった。そして，
姿，形に邪魔されない音の世界に浸り，大地の霊妙な言
葉に耳を傾けるのであった。しかし，Wordsworthの
崇高なるものへの意識は，嵐や風や星の夜などという雄
大さと喧嘩の中だけで養われたものではない。静寂の中
にあって，一層その意識は高められていった。彼は早朝
の散歩をよく楽しんだ。学校の始まる前に湖をめぐって
5マイルも歩いたり，夜中にこっそり寄宿舎を脱け出し
て，山頂で日の出を迎えることもあった。そんなとき，
神聖な静けさがWordswortI1の魂を包み，肉体の眼を
忘れさせてくれた0そして，眼に見えるものがまるで自
分の心の風景，自分の夢の世界とも内部風景とも思えた
のである。
Oftin those moments such a holy calm
Dは0VerSpread my soul，tbatI forgot
ThatI had bodily eyes，and whatIsaw
Appear’dlike80methingin myself，a dream，
A prospectin my mind．（Ⅰ．367－71）
孤独は「心の風景」を見るために欠かせない絶対的な条
15）
件であった。
Wordswor仇にとって，「自然のために自然を愛す
る」ようになった過鍵をたどることは，幼児のうちに母
から学んだ「最初の詩魂」（“也e first／Poeticspirit”－
Ⅰ．275－6）の成長，発展を跡づけることでもあった。
途中記述を省略して飛躍せざるをえなかった時期も多少
あるが，総体的にみれば，「最初の創造的感受性」
（“my first creative SenSibility”－Ⅰ．379）は堅持
されていた。風や嵐，星の夜からは「幻影を創るカ」
（“theviSionarypower’’－Ⅰ．330）を飲みはしたし，
「創造力」（“aplasticpower’’－Ⅰ．381）や「形成カ」
（“a forminghand”qI．382）は外形とほぼ呼応しつ
つ作用していた。それ以上に，WordSW0r比　の内側か
らは，“Creative ensibility”に由来する「補助的な光」
（“an auxiliarligも．七’’－Ⅰ．387）が発せられ，外形に
新たな輝きや臍さをそえることも可能であった。更に，
Wordswor比は孤独の世界で自然界の微妙な特質に気
づき，叛似の中に異質を見ることを知った。
Manifold distinctions，difference
Perceivedin things，Wheretothecommoneye，
Nodifferenceis（Ⅰ．318－20）
その道に，異質の中に類似を兄い出す「創造的な作用」
（“creative agency”－Ⅰ．401）を自覚することもでき
た。
I mean to speak
Of thatinterminable building rear’d
By observation of affinities
In ob3ects where no brot．herhood exists
To common minds．（Ⅰ．401－5）
類似に異質を見異質に額似を見る精神作用は，やがて，
万物 つき動かしている「実在」の発見へ，想像力とそ
16）
の相互作用の発見へとWordswortIlを導くのである。
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Ⅶ　むすぴ
WordsW0r地．は17才にして最も大切な「一つのも
の」，想像力を体験していた。しかし，その恩恵をはっき
りと自覚したのは1798年ワイ州周辺を再訪した28才のと
きである。そこに至るまでには，まだまだ様々な精神遍
歴が必要であった。虚偽，虚飾に満ちたCambridgeは
Wordswortbの理想とする学問の府とはいえず，想像
力は眠ったままであった。（“Imagination81ept，／And
yet not utterly．”－Ⅱ．260－1）Londonでは喧喋と非
人間性を味わわざるをえなかった。Franceについては，
革命への失望とAnnetteVallonとの恋愛事件が尾を
引いた。しかし，1793年頃の危機的状況と，それ故に，
ワイ州周辺の自然を熱烈に求めた時期は過ぎ去った。そ
して5年後にその地を再訪したとき，Wordswormは自
然から愛けてきた恩恵をはっきりと自覚するのであっ
た。WordSWOr址に回想をばねとする詩作への道を開
いた点で，ワイ州再訪は非常に重要な出来事であった。
17）
その後に続いたGoslar滞在は，外の世界と絶縁した全
くの別世界だっただけに，rゐβクγβg鋸dgに集大成され
る断片を書き始める絶好の条件であった。こうして「過
去の水面」（“thesurface ofpasttime”）に身を乗り出
したWordswort血は，水中の実像と水上の虚像とが折
りなす様々な映像を少しずつ措いてゆく。そのとき，
WordsⅥ和r他　は詩魂の一番奥深いところで，水そのも
のの無限の可能性と，水に宿る一つの実在とをはっきり
確信していたのである。
Ifelt the sentiment of Beingspread
‥．0’er all tbat glides
Beneath the wave，yea，inthe waveitself
Andmighty depth of waters．（Ⅰ．420－8）
（注）
本稿は「7伽アナ・gg〟dg講読－Wordswo正bにおける想像力
の位置づけ－」（長野県短期大学紀要第34号，昭和55年）に続
くものである。前回は主としてBookXトⅩⅠⅠⅠで言及されてい
る想像力について考察を試みた。今回はBookII，ⅠⅤを中心と
して，W■ordsworthにおける想像力の流れをたどってみた。前
回同税前川俊一江，研究社英米文学厳春7Ⅵβ為′gJ〝dβⅠ（昭
和50年20版），ⅠⅠ（昭和51年7版），岡三郎訳『ワーズワス・序
曲』（国文社，1968）および野坂穣訳『プレリュード』（中央公
論）Ⅰ（1969），Ⅱ（1971）の助けを借りた。乱本文中の引用は
7Ⅵe丹eludeed・byErnest de Selincourt，2nd edition
rev・byHelenDarbis壬lire（0Ⅹford，1959）によった。
1）「ワーズワスの回想はそれ自体想像力である。」上島建青
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『虚空の開拓』（研尭私1974）p．73
2）Albert O．Wleckeは．“the slはface of past time’’
という表現に時間の空間化を読みとって，次のように言
う。“The act of memoryis here compared to an
exploration of animmanent space－a COmparison
produced by Wordsworth’s spatiali2；ation of time：
‘pasttime，has a‘surface．’Tbus也e act oflooking
backwardinto timeis analogous totheactoflooking
血相〝甜αrdinto space．”（italics bis）勒7・血紺の・純の房
the Sublime（University of California Press，1973）
p．123
3）鼠　de．Selincourも　Notes，p．546
4）James A．W．Heffernan　は，“All my thoughts／
Were steep’dinfeeling．”（II．417－8）と“Ourthoughts
areindeedthe representatives of　all otlr PaStfee1－
ings．”前川俊一訳注，Pr〆α66ねエツrfcα7　月αgJαゐ（研
究社，昭和42年）p．10の2つを引用して，“Tb．ougbt
and feeling were　virtlユal1yinseparablein Words－
wor也，s mind．”と育っている。1勒rdg紺の■班ね・r如吼叩
dPoetry（CornellてJniversityPress，1969）p．79
5）前川俊一温Ⅰ．p．73
R．D．Havens，7Ⅵe Mindげa PoelII（TheJollnS
Hopkins Pres5，1941）p．333
6）qf．“TheWordsworthof‘TintemAbbey，discovers
the mostintense fruition ofimagination’s mediating
powerin his encounterwitha‘something’indwelling
throughoutthe vast expanses of sky and ocean．”
A．0．Wlecke，Op．Cit．，p．71
7）拙稿「‘Tintern Abbey’再読－Wordsworthにおけ
る想像力の発見－」（長野県短期大学紀要第32号，昭和
52年）参照
8）注5）に同じ
9）R．D．Havens，Op．Cit．．pp．324－8
尚，Mary Moormanは，Havensに賛成の立場から，
次のように育う。■’The exactageatwhich he became
aware that Nat11re WaS tO beloved for her own
Sake andwithollt’props’isnowherespecified，butit
is proba．ble that his fourteenth year（1783）was a
year ofl・eVelationin which he became aware of a
moreintimate and personallove for all he saw．’7
1閏J翫桝　Ⅵ匂rdgWOrf鬼：A　βわgnゆめ．7鵠6　月αI・砂
ツ紬γ∫，ヱ77（フーヱ803（0Xford．1957）p．45
10）岡三郎，前掲番，訳注，p．513その他，Hartman　や
Beattyも同じ解釈をしている。
G．H．Hartman，1勒γゐ甜0γ才力’ざ月つめツエアβ7－ユβヱ4
（YaleUniversityPress，4th printing，1971）p．221
Ar hur Beatty．TITfttEalJiTTTol・dsILJOrllL（TheUniver－
SityofWisconsin Press，3rd edition，1960）p．295
11）Cf．“Naturalpiety may have been at bottom a
Slユbstitllte for the emotional security of a happy
rゐβfreg〟de帯読（Ⅰ）
familylife．Withnobodylefttolovehim，Ortobe
lovedbyhim，WordswortIlfellinlovewithnature．”
F．W．Bateson，1勒rdJ叩r摘：A　属8－加わγかβね抽ル
（Longmans，2nd edition1956）p．42
12）Arthur Beatty，OP．Cit．，p．295
13）拙稿「7ⅥβアrgJ〟dβ請読－Wordsworthにおける想
像力の位置づけ－」（長野県短期大学紀要第34号，昭和
55年）参照
14）MichaelPaffardがgrammar schoolおよびuniver－
sityundergraduates475人を対象にして調査をし，孤独
や野外での活動等様々な角度からW■ordswortll的体験を
統計的に証明しようとしているのは面白い。加gわγね〝ざ
lyordsworlhs（HodderandStoughton，1973）
15）Cf．’’Solitudeis the t．heme of Wordsworth’slong
life…．In his youth he sought　801itude with his
Whole e rt，and he makesit quite clear，in The
Pl・ChIde and elsewhere．that．he soughtit as the
means of poetic grace．”JoneJones，The馳otisticat
助blime（ChattoandWindus，2ndedition，1964）p．31
16）琵13）に同じ
17）Cf．“Coleridge，s absence，theisolation ofhis daily
lifeinthelittle GermanCity，the presence of Do－
rothy，hers lf alinkwith his earliestdays，1ack of
books and outsideinterests．all alike combined to
make his mind a more than usually clear　mirror
Of his own experience．In some such manner，We
may conclude，7‰Preねかbegan to be written．”
（Mary Moorman，OP．Cit．，pP．421－2）
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